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「
擴
子
」・「
な
つ
み
」・「
路
子
」

～
歴
史
小
説
家
・
永
井
路
子
の
軌
跡
～

　
文
学
館
開
館
20
周
年
企
画
展
「
歴
史

小
説
家
・
永
井
路
子
展
」
の
会
期
も
、

残
す
と
こ
ろ
、
ひ
と
月
足
ら
ず
。
あ
ら

た
め
て
永
井
路
子
氏
の
こ
と
、
展
示
に

つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ
な
ど
、
思
い
つ
く

ま
ま
に
書
き
散
ら
し
て
み
ま
し
た
。
少

し
の
間
、
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

戦
後
の
歴
史
文
壇
を
け
ん
引

　
昭
和
27
年
、『
小
説
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

懸
賞
小
説
に
応
募
、
入
選
し
た
「
三
條

院
記
」
で
文ぶ

ん
だ
ん壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た

永
井
氏
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
編
集
者

を
続
け
な
が
ら
習
作
に
励
み
ま
す
。

　
昭
和
36
年
に
は
筆
一
本
の
生
活
に
入

り
、
昭
和
40
年
、
鎌
倉
幕
府
の
草
創
期

を
独
自
の
視
点
・
方
法
で
描
い
た
『
炎え

ん

環か
ん

』
で
第
52
回
直
木
賞
を
受
賞
、
歴
史

小
説
家
と
し
て
の
地ち

歩ほ

を
固
め
ま
し
た
。

　
以
後
、『
氷ひ

ょ
う

輪り
ん

』(

女
流
文
学
賞)

、『
こ

の
世
を
ば
』(

菊
池
寛
賞)

、『
雲
と
風
と
』

(

吉
川
英
治
文
学
賞)

、『
岩
倉
具
視
』(

毎

日
芸
術
賞)

な
ど
の
本
格
的
歴
史
・
史

伝
小
説
を
は
じ
め
、『
美
貌
の
女
帝
』

『
山
霧
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
女
性
史

も
の
」、
あ
る
い
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
歴
史
エ
ッ
セ
イ
『
歴
史
を
さ

わ
が
せ
た
…
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
数
々

の
優
れ
た
作
品
で
戦
後
の
歴
史
文
壇
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
す
。

幼
少
時
代
の
資
料
も
紹
介

　
今
展
で
は
、
自
筆
原
稿
や
取
材
ノ
ー

ト
、
賞し

ょ
う

牌は
い

類
な
ど
で
、
歴
史
小
説
の
第

一
人
者
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
家
に
な
る
以

前
の
資
料
も
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
実
母
に
よ
る
誕
生
時
の
記
録
、
父
が

書
い
た
命
名
書
、
小
学
校
時
代
の
日
記

帳
や
女
学
校
時
代
の
生
徒
手
帳
な
ど
、

残
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
跡
に
近

い
、
古
河
で
の
幼
少
時
代
の
貴
重
な
資

料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
永
井
氏
自
身
が
「
小
説
家

に
な
る
の
に
一
番
大
き
な
影
響
を
受
け

た
」
と
い
う
叔
父
・
三
郎
が
残
し
た
成

長
記
録
は
必
見
。
永
井
路
子
の
将
来
に

つ
い
て
、
ま
る
で
予
言
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
言
葉
が
綴つ

づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
河
市
名
誉
市
民
の
永
井
氏
の
足
跡

を
辿た

ど

る
企
画
展
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て

い
な
い
人
は
、ぜ
ひ
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

幻
の
初
期
作
品
群
を
読
み
た
い

　
と
こ
ろ
で
、
タ
イ
ト
ル
の
３
つ
の
名

前
で
す
が
、
す
べ
て
永
井
氏
の
も
の
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
「
路
子
」
は
筆
名
、

本
名
の
「
擴ひ

ろ

子こ

」
を
ご
存
じ
の
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
永
井
氏
の
最
初
期
の

作
品
を
見
る
と
、
昭
和
33
年
秋
ま
で
は

本
名
で
、
そ
れ
以
降
は
筆
名
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、「
な
つ
み
」
と
は
？

　
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
が
、
実
は
永
井
氏
は
デ
ビ
ュ
ー
直

後
、『
ポ
ケ
ッ
ト
講
談
』
と
い
う
雑
誌

に
２
作
の
時
代
物
を
書
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
っ
た
二
度
だ
け
使
用
し
た
筆
名

が
「
吉
野
な
つ
み
」
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
三
條
院
記
」

も
含
め
、
こ
れ
ら
最
初
期
作
品
の
ほ
と

ん
ど
は
、
永
井
氏
の
書
籍
の
ど
れ
に
も

収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
初

出
誌
以
外
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
し
か
も
そ
の
初
出
誌
も
ほ
と
ん

ど
入
手
不
可
能
と
い
う
、
ま
さ
に
幻
の

作
品
群
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
幻
」
と
い
わ
れ
る

と
読
ん
で
み
た
く
な
る
も
の
…
…
。

　
そ
こ
で
、
館
で
は
今
展
に
あ
わ
せ
、

永
井
氏
の
未
書
籍
化
作
品
を
集
め
た

『
永
井
路
子
初
期
作
品
集
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。
永
井
文
学
の
原
点
と
も
い
え

る
作
品
群
…
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
を
。　

（
企
画
展
は
12
月
25
日
ま
で
）

古
河
文
学
館
学
芸
員
　
秋
澤
正
之

▲平成21年、文学館で
講演する永井路子氏

三和図書館

【一般書/小説】
一億円のさようなら

白石一文　著
　連れ添って20年。発覚し
た妻の巨額隠し資産。続々と
明らかになる家族の秘密。爆
発事故に端を発する化学メー
カーの社内抗争。もう誰も信
じられない。鉄平は人生を取
り戻すための大きな決断をす
る。

出版社…徳間書店

【一般書/動物学】
写真家だけが知っている動物
たちの物語

ロザムンド・キッドマン・
コックス　編著

　ワイルドライフ・フォトグ
ラファー・オブ・ザ・イヤー
を受賞した動物写真の中か
ら、記憶に残る魅力的な写真
を厳選して掲載。
　　出版社…日経ナショナル

ジオグラフィック社

【児童/読み物】 
銀杏堂

橘
たちばな

春香　作・絵
　骨董屋「銀

ぎ ん

杏
な ん

堂」の女主
人・高田さんが世界中を旅し
てあつめた、自慢の品々。
　そのひとつひとつに、めく
るめく冒険物語が秘められて
いるのです。高田さんが話し
てくれた、14の冒険のお話。

出版社…偕成社

【絵本】 
おたすけこびとのにちようび

なかがわちひろ　文
ヨコヤジュンジ　絵

　日曜日はおたすけこびとも
お休み。でも野原にあそびに
いったら、こまっているカメ
を見つけてしまい…。
　ショベルカーやブルドー
ザーなど働く車とこびとたち
が大活躍する、シリーズ第6
弾。

出版社…徳間書店

▲『小説サンデー毎日』
(上)『ポケット講談』(下)

▲叔父・三郎が書きとめ
た永井路子の成長記録

拡幅工事によって片側に側溝が設置された、国道125号の尾崎
十字路をはさんで東から西を見たところです。
国道125号は昭和41(1966)年に改良工事が全線で完成し、そ
の後舗装工事が行われました。この写真は、地域のメイン道路
として生まれ変わろうとしている国道の様子を写しています。


